
経審博士 11 解説書 
2013 年 9 月 18 日 

 1

１． 前年度使用した経審物件を年次更新して今年度分に使用する方法 

■ 内容 
経審博士 11（+Form）は、前年度使用した物件を年次更新して、今年度分として使用すること

ができます。 

下記はその更新方法に関して説明をします。 

 

１-１ 年次更新の方法 
【１】 ［メニュー］－［ファイル］－［経審申請システム］により『申請登録一覧表』画面を呼び

出します。 

 

【２】 『申請登録一覧表』画面では、更新の対象となる前年度の物件の行をクリックして、画面右

のボタン群から＜更新コピー＞ボタンをクリックします。 

 
【３】 『申請登録詳細入力』画面を表示します。画面左項目青字の部分の項目を入力します。 

 

 

・申請登録コードには、使用していない任意のコードを入力します。 

・企業選択、申請登録名称（申請登録一覧表に表示される名称）、法人区分、決算期、工事経歴

の税区分、直前 2 期・直前 3 期（左記の２項目は、財務諸表の詳細が 2 年前、3 年前に有ったと
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き使用します） 

【４】 入力が完了すると＜OK＞ボタンをクリックします。 

【５】 『申請登録一覧表』に先ほど入力した申請登録コードに年次更新された物件ができあがり表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

左記は「更新コピー」をする

前の経営状況簡易入力の画面

です。 

下記は「更新コピー」をした後

の経営状況簡易入力の画面で

す。前年度・前々年度のデータ

がスライドしたことが分かり

ます。 

経営状況入力簡易版のほか

にも「完成工事高」「元請完

成工事高」のデータは更新さ

れています。 


